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ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ヤ
ノ
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

欽

生

若

い
米
國
の
旅
行
家
連
中
。
ボ
ー
ン
に
在
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
家
を
見
物

し
て
。
故
大
家
の
居
室
と
云

へ
る
に
導
か
れ
、
感
慨
交
々
至
り
。
種

々
故

人

の
事
蹟

に
就
て
質
問
し
た
る
が
。
其
中
の
若

い
女

一
人
。
突
如

と
し
て

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
が
遺
愛
の
ピ
ヤ
ノ
に
對

し
。
さ
も
得
意
氣
に
ム
ー

ン
ラ
イト

、
ソ
ナ
タ
の

一
曲
を
奏
し
初
め
た
り
。
故
大
家
が
居
室
に
。
故
大
家
が

所
有
の
ピ
ヤ
ノ
も
て
。
故
大
家
が
曲
を
奏
す
。
何
等

の
幸
遇
ぞ
。

番
人
の
爺
さ
ん
は
佛
頂
面
し
て
終
始
無
言
な
り
し
が
。
曲
終

へ
て
女
は
番

人
に
向
ひ
。

「
之
ま
で
隨
分
音
樂
家
も
來

て
此

ピ
ヤ

ノ
を
弾

い
て
見
ま
し

た
ろ
う
ね
」

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

「
左
樣
。
パ
デ

レ
ウ
ス
キ
ー
先
生
(露
國
人
、現
時
世
界

の
大
家
)
も
昨
年
見

へ
ま
し
た
」　
　
　
　

「
マ
ー
。
左
樣

」女
は
稍

ヘ
コ
め
り

　
　
　
　
　
　

「併
し
ね
」
。
番
人
は

一
向
お
構
ひ
な
く
語
を
續
け
り

「
他
の
人

々
が
先

生

に
此
ピ
ヤ
ノ
で
何
に
か

一
つ
と
切
り
に
所
望
し
た
ら
。
先
生
は
頭
を
振

つ

て
。
イ
ヤ
迚

も
私
な
ど
の
及
ぶ

所
で
な

い
と
申

さ
れ
ま
し
た
よ
。
ハ
イ
」

　
　
日
本
水
彩
畫
會
新
會
友

福
井
縣
今
立
群

上
池
田
村
　
上
池
田
小
學
校

　

山

形

　

寛

便

利

な
る

包

装

批
評
を
求
む
る
た
め
送
ら
る
ゝ
繪
畫

の

包
装

は
、
會
友

諸
君
に
於
て
種
々
工
風
を

凝
ら
さ

れ

る
こ
と
で
あ
る
が
、
兵
庫
縣
の

桑
田
氏
考

案

の
分
は
至
極
便
利
に
出
來
て
ゐ
る
。

上
圖
の
如
き
、
あ
ま
り
厚
く

な

い
ボ
ー
ル
紙

の

一
方

ヘ
カ

ン
レ
ー
シ
ヤ
を
貼
り
、
そ
の

方

を
表
と
し
て
紙
を

横

に
三
つ
に
折
る
、
そ
し

て
内
部

の

中
央
上
下

へ
八
寸
に
四
寸
位
ひ
の

厚

い
紙
を

貼

つ
て
、
そ
れ
を
折
返
し

て
中
の

繪
の
出
な
い
や
う
に
す
る
、
三
つ
に

折

つ
た

表
面
の
方
の

一
部
に
は

春
鳥
會
宛
と
し
、
他

の
部
は
、
逆
さ
に

自
分
の
名
前
を
書
く
中
央

と

表
紙
の
兩
端
と
に
紐
を
着
け
て
置
く
、
そ

し
て
會

へ
繪
を
送
る

時
に
は
會
宛
の
方
を
表

に
出
し
、
會
か
ら
畫
を
返
す
時
は
そ
の

反
對

に
す
る
の
で
、
双
方
共
手
數
が
省
け
て

甚
だ

便
利
で
あ
る
、
詳
し
く
は
圖
を
見
て

案
し
給へ
。


